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Abstract: The development of Brugia pahangi in ICR strain of mice was studied. Seventy 
to 200 infective larvae were inoculated subcutaneously in the inguinal region of 63 mice. 
One to 8 mice were killed at intervals up to 200 days postinoculation. Early developmental 
stages of larvae were obtained from all mice necropsied between 1 and 13 days postin- 
oculation. Percentage recovery rates ranged from 3 to 40% of the original inoculum. 
After 20 days, number of animals which yielded live larvae at necropsy decreased pro- 
gressively with time. Larvae persisted in 5 of 13 animals necropsied 45 and 60 days 
postinoculation. The recovery rates of larvae from infected mice examined between 15 and 
75 days ranged from 0.5 to 36%. The longest period of larval survival was 75 days. 
Each of 55 mice received 100 infective larvae intraperitoneally. Active larvae were obtained 
from all mice examined between 3 and 20 days postinoculation. Larvae were detected in 
4 of 8 mice necropsied 30 and 45 days postinoculation. The recovery of larvae from 
infected mice necropsied between 3 and 45 days ranged from 2 to 90%. Live larvae were 
found in only 4 of 17 mice necropsied between 60 and 150 days postinoculation, and 
worm recovery rates dropped to only 1%. The life span of B. pahangi in the peritoneal 
cavity of mice was 150 days at its longest. 

The location of B. pahangi larvae in mice varied with the site of inoculation. 
Intraperitoneal inoculation caused all developmental stages of worm to be almost exclu- 
sively localized in the peritoneal cavity. Subcutaneous inoculation into the inguinal region 
produced the different distribution pattern. Larvae were frequently found in the pelt, 
carcass and fatty tissue in the inguinal and perirenal regions, and some were located in 
the heart and lungs. 


The third molt occurred from 7 to 11 days postinoculation. Males started the 4th 
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molt 30 days and females 45 days postinoculation. Sixty days old males gave the appear- 


ance of mature adult characterized with the adanal papillae, spicules, gubernaculum, 


etc. Half of the female worms recovered 60 and 75 days postinoculation, remained in the 


4th stage larvae. The remaining females had the morphological characteristics of matured 


adult female, although microfilariae were not detected in the uterus. The microfilariae 


were also not detected in the orbital blood and the saline rinsed the peritoneal cavity of 


the mice infected longer than 60 days; The “patent infection” did not occur in ICR mice. 
Tropical Medicine, 24(1), 17—25, March, 1982. 
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Brugia pahangi は イス , ネコ を 国有 宿主 と する 
リン 系 寄生 性 糸状 虫 で ある . 実験 的 に は B. pah- 
angi を スナ ネズ ズミ, ハム スタ ー, モル モッ ト 等 多 
く の ゲ ッ 歯 類 に 感染 させ る こと も ゃ 可能 で ある ・ 現在 
まで 多く の 研究 者 に より 行なわ れ た B. pahangi の 
各種 実験 動物 へ の 感染 実験 より , B. pahangi に 対 
する 宿主 の 感受 性 の 違い , 宿主 に よる B. pahangi 
の 寄生 部 位 の 違い 等 , 宿主 一 寄生 体 関係 の 研究 に と 
っ て 興味 ある 知見 が 報告 され て いる . 

し か し 上 記 一 連 の 研究 の 中 で , マウ ス の B. pah- 
angi に 対す る 感受 性 に つい て の 記載 は ほとん ど と な 
い 。 わずか Ahmed (1967) と Chong and Wong 
(1967) に より マウ スネ 体内 に お ける B. pahangi の 
生存 期間 に つい て 報告 が な され て いる の み で , また 
その 結果 は 報告 者 と よっ て 異 っ て いる . 

本 研究 は COR 不明 な 点 が 多い マウ ス の B. 
pahangi に 対す る 感受 性 を 明か に する た め に 行なわ 
れ た も の で , マウ ス の 実験 室内 で の モデ ル 動 物 と し 
て の 有用 性 に つい て 検討 を 加え る も の で ある . 


材料 と 方 法 

B. pahangi 感染 犬 を 吸血 し た Aedes aegypti 
(Liverpool strain) を 25?C, 湿度 80 め の 恒温 室内 
で 11 一 12 日 間 餅 育 した. Ash and Riley (1970) の 
方 法 に ょ り 感 染 収 より 感染 幼虫 を 集め た . マウ ス 
GCR 系 ) へ の 感染 は Ash and Riley (1970) お 
よび McCall et al. (1973) の 方 法 に 従い マウ ス 
一 匹 当 り , 70-2008 ORY SR & EMR Pts L 
US SRR AC BEE Lic. 接種 後 200 日 に わた り 適 時 数 
匹 の マウ ス を エー テル 麻酔 下 で 慎 殺 し , 頭 部 を 除く 
E, 筋肉 内 臓 諾 器官 を シャ ー レ に 分 離し , MA 


し た 後 , 室温 に て 生食 水 に 2 一 3 時 間 浸 し , 各 組 
織 ・ 器 宜 よ り 誠 出し て くる 由 体 を 回 収 し た . 腹腔 内 
感染 マウ ス で は 判 検 に 先立ち , 腹腔 内 を 生食 水 で 数 
回 洗浄 , その 洗浄 液 よ り 虫 体 を 回 収 し た . 得 ら れ た 
虫 体 は AFA (Alcohol-Formalin-Acetic acid) に 
て 固定 後 , グリ セリ ン ア ル ュ コール で 筐 徹 , グリ セリ 
ン ゼ リー に 包 埋 , 虫 体 長 の 計測 お よび 忠 体 の 形態 学 
的 観察 を 行っ た . B. pahangi 虫 体 の 各 発 育 段 階 の 
分 類 は Schacher (1962) の 記載 に よっ た . 感染 後 
60 日 以上 経過 し た マウ ス に つい て は , WERE L 
リ ヘ へ ヘマトクリット 管 で 60cxmm を 採血 , FSR 
本 を 作製 し , ギ ム ザ 染色 に て 末 栓 血 中 の 仔 虫 の 検査 
を 行っ た . 腹腔 内 感染 例 に つい て は , HRR EL 
た 腹腔 内 洗浄 液 を 遠心 し , その 沈 査 中 の 仔 虫 を 検査 
UIS: 


ZR 成 績 


最 径 部 皮下 感染 実験 

YAR Fic B. pahangi 感染 幼虫 を 接 
EL, マッ ウス 体内 に お ける B. pahangi の 生存 期 
問 と 虫 体 の 発育 を 観察 し た . 感染 マウ ス よ り の B. 
pahangi HAO BURR Re Table 1 に 示す . 

感染 後 13 日 まで は 感染 幼虫 の 接種 を 受け た マウ ス 
16 匹 GELL HES) すべ て より 生き た 躍 体 が 回 収 さ 
れ た . マウ メー 匹 当 り の 貝 体 の 回 収 率 (回 収 虫 体 
数 ノ 接 種 虫 体 数 <100) は 数 ね 10…40 と 高い 値 を 
示し た . 感染 後 15 日 目 に 宮 検 し た マウ ッ ウス 6 例 す べ て 
より 躍 体 は 回 収 さ れ た が , その うち は 4 例 で は 虫 体 の 
回 収 率 は 3 以下 で あっ た . 接種 後 20 日 を 経過 する 
L, 忠 体 の 寄生 が み ら れ る マウ ス の 数 は , 20 日 で 6 
例 中 4 Gl, 30 日 で 8 例 中 4 fl, 45 日 で 7 例 中 3 例 , 
60~75H C6 例 中 2 例 と 次 第 に 減少 し た . この 時 期 
こ お け る 虫 体 の 回 収 率 は 数 例 を 除い て , 接種 数 の わ 


Table 1. Experimental transmission of B. 
pahangi into inguinal region of 


mice 

No. of No. of Worm 
Days after mice ositive recovery 
inoculation p 


inoculated for worm (per-cent) 


| M 2 2 33, 16 
F 1 1 28 

3 F 1 1 27 

M 2 2 21, 8 
F 1 1 25 

7 M2 2 32, 29 
M2 2 1 “5 

11 M2 2 25, 10 
M1 1 i 

13 F 2 2 40。 3 

v M2 2 12, 3 
F 4 4 7, 3, 0.5, 0.5 
M3 3 13, 2, 2 

20 F3 1 Os 
M3 2 人 

90 F 5 2 7 Ss 055 
M4 3 86... 1 O33 

49 F 3 0 
M3 1 10.5 

60 F 3 1 1 
M3 2 2, 2 

a F 3 0 

100—200 M4 i 


No. of larvae inoculated: 70—200. 
M: male F: female. 


ず か 2 RAFTA. 100 日 以後 で は 8 例 の すべ 
て の マウ ス LORS MAIL 全く 回 収 出来 な か っ 
TE 

感染 後 60 且 以上 経過 し た マウ ス 20 匹 に つい て , K 
MIMO PBA RA LIA, すべ て 仔 虫 は 認め られ 
な か っ ただ. 

マウ ス 体 内 に お ける B. pahangi の 寄生 部 位 を 
Table 2 に 示す . いずれ の 時 期 で も B. pahangi は 
主として 皮膚 , THA, 凶 径 部 及び 腎 周囲 脂肪 組織 に 
寄生 し て いた . し か し 少数 で は ある が , 心臓 , 肺 
I, 生殖 維人 等 へ 寄生 する 貝 体 も る み ら れ た . 感染 後 1 
日 目 に お いて さえ , BRDO 肺 臓 か ら も る 回 収 き 
UR 

回 収 さ れ た 虫 体 の 一 部 に つい て 行っ た 形態 学 的 観 
Ric よる 虫 体 の 発育 段階 なお よ び 体長 の 測定 結果 を 
Table 3 に 示す . 感染 後 5 日 目 ま で の 申 体 は すべ て 
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第 STAC, 生 殆 原 基 が 著 明 に な る 点 を 除い て 
ik, 感染 幼虫 に 比べ 明らか な 和 形態 的 変化 な 認め られ 
な か っ た . し か し 5 日 令 の 平均 虫 体長 は 雄 1.6mm, 
雌 1.8mm T, 感染 幼虫 に 比 し , いく ぶん 伸び て い 
る . 観察 し た 7 HABIE ( 雄 15, 雌 24) 中 35 隻 

(HE12, 雌 23) は 5 日 令 虫 体 と 全く 形態 を 同じ くす 
る 第 3 期 幼 虫 で あっ た が , 48 (HES, HEL) は 頭 
端 が 球状 に 膨 ん だ 第 4 SPR AL BRL Ce. こ 
の こと より B. pahangi は マウ ス 体 内 へ 侵入 後 , 7 
日 目 に は 脱皮 Grd molt) を お こす こと が 明らか と 
foots. 9 日 目 , 11 日 月 に お いて も 回 収 き れ た 虫 体 
の 中 に は 第 3 期 幼 虫 が 認め られ た が , その 数 は 少な 
く , 大 部 分 (9 日 目 19 隻 中 16 隻 , 11 日 目 36 隻 中 34 
隻 ) は 第 4 期 幼虫 で あっ た . 観察 し た 13 日 令 虫 体 は 
すべ て 第 4 期 幼 虫 で その 平均 体長 は 雄 3.0mm, 
WE 3.2mm で , 感染 幼虫 に 比 し 約 2 倍 に 成長 し た . 
第 3 期 幼虫 は , 15 日 令 虫 体 の 中 に も 認め られ た が , 
その 数 は わずか 1 隻 で , 20 日 以後 は 3 期 幼虫 は 全く 
回 収 さ きれ な か っ た . 感染 後 13 日 $ 経 過す る と ほとん 
どす べ て の 幼虫 は 3rd molt を 終え , 第 4 期 幼虫 に 
発育 する も の と 考え ん られ る . 感染 後 29 日 目 に 得 ら れ 
Te HBAS Fy ABE TERY HOA 3 倍 に と に のび, HE 
3.7mm, ME4.5mm と な る . 3009 Bic Lec we 
体 は すべ て 第 4 期 幼 昌 で あっ た が , HEIE o Eh 4 
隻 は よく 発達 し た 導 刺 体 と 肛門 周囲 の 乳頭 が み ら 
dis PRODI le Stites と この こと eB. 
pahangi HER PRIA Y ALAA CRRA 230 BIR ICH 
び 脱 皮 (4th molt) を お こす こと が ね わかる. 45 日 以 
後に 回 収 さ れ た 雄 眼 体 は すべ て 5 期 幼 虫 で , 4 期 幼 
虫 は 全く 回 収 き れれ な か っ た . 一 方 感染 後 45 日 目 に 回 
収 し た 雌 貝 体 25 隻 中 8 虫 体 は Ovejector が 屈曲 し 
BAC, 第 5 期 編 昌 と 同定 され た . B. pahangi 
雌 虫 体 も マウ ス 体内 で 4th molt を お こす こと が 明 
ら か と な っ た が , その 時 期 は 雄 虫 体 に 比 し 遅れ る . 
観察 で きた 虫 体 の 数 は 少な い が , B. pahangi WEHR 
体 の 場合 , 60 日 以後 回 収 し た 虫 体 で きえ を, 約 半 数 は 
4 期 妨 昌 に と ど ま っ て いた . 

60 日 以降 の 雄 虫 体 は に Photo 1 に 示す ご と く 尾 端 が 
2~3 回 コイ ル し ょ よく 発達 し た 交接 刺 , BRALA 
し て いる . 一 方 60 日 以降 の 雌 虫 体 は Photo 2 に 示す 
ご と く , FHAKIDBRMASL NA RARACH 
っ だ た. し か し 子宮 内 に 仔 忠 形成 が み ら れ る 上 虫 体 は 得 


られ な か っ た . 
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Table 2. Distribution of B. pahangi in mice at various times after subcutaneous 
inoculation 
Time No. of Total Fatty Tissue . 
in animal worm & Sg art & Janr & Mesenterium peas Others 
Days examined recovered ATCASS er eee ] perirenal 8 
inguina 
1 3 74 17 5 30 20 2 
3 1 57 21 5 15 7 4 3 
D 3 71 13 4 29 11 
fi 2 52 18 3 16 10 
9 2 26 11 6 7 2 
11 2 42 8 21 9 4 
13 3 98 39 9 15 13 2 2 
15 6 34 24 7 3 
20 6 18 12 5 1 
30 8 18 11 2 1 2 2 18 
45 7 39 14 12 7 1 3 
60 6 23 1 21 1 
75 6 4 4 
Total 55 056 189 34 179 83 19 31 21 
Table 3. Body length and developmental stage of B. pahangi recovered 
from mice at different time after subcutaneous inoculation 
Time in days 3rd stage 4th stage 5th stage 
1 58* 1.1—1.8(1.5) mm 
3 Mis 1.4 一 1.7(1.5) 
F13 1.6 一 1.9(1.7) 
5 Mi5 1.4 一 1.8(1.6) 
F21 1.7 一 1.9(1.8) 
7 M12 1.5 一 2.0(1.7) M3 1.8— 1.90.8) 
F23 1.6 一 2.1(1.9) Fl 2.0 
9 M 2 1.3 一 1.5(1.4) M5 1.5 一 2.1(1.9) 
F 1 1.7 F11 2.1— 2.6(2.3) 
‘3 M1 1.7 M15 1.7— 3.4(2.5 
g F 1 2.0 F19 2.1— 3.8(2.9) 
13 M19 2.1— 3.7(3.0) 
F21 2.4— 4.20.2) 
15 M6 2.6 一 3.50.1) 
F 1 1.7 F22 2.4— 6.10.9) 
20 M 7 3.0— 4.9(3.7) 
F10 3.7 一 5.4(4.5) 
30 M 1 6.2 M 4 6.3— 9.3( 7.8) 
F12 3.1— 9.55.8) 
45 M 7 11.1—15.2(13.5) 
F17 5.6 一 13.8(9.3) F 8 16.8 一 28.3(23.7) 
7 M 5 9.3—14.6(12.3) 
F 6 6.5— 9.3(7.8) F 5 19.0 一 28.3(23.7) 
75 M2 7.9— 8.9( 8.4) 
a F 1 8.1 F 1 14.5 
* No. of worm examined. ( ) average. M: male. F: female 


Photo. 1. 


Photo. 
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Photo. 1. Posterior region of 69 days old male worm. Tail coils in a spiral of 3 一 4 turns. 
Cup-shaped gubernaculum and spicules are visible. 
Photo. 2. 60 days old female worm showing the distal portion of uterus packed with ova. 


ASAE A Bek Be 

マウ ッ ウス 腹腔 内 へ 感染 幼虫 を 接種 し , B. pahangi 
の マウ ス He BAO SEH & 観察 し 
た . Table 4 に 感染 後 3 Ht 02008 ETHER RIA 
af ere 

感染 後 20 日 日 まで は , B. pahangi RRRS J 
種 を 受け た 21 例 すべ て の マウ ス よ り 貝 体 が 回 収 さ れ 
た だ た. らち も 15 例 で は マウ ス 1 匹 当 り の 申 体 回 収 率 は 20 
ZIET, な か に は 回 収 率 90 多 と 高値 を 示す も の も 
OR Serr Aes LD 
らち 4 匹 に は 忠 体 の 寄生 は み ら れ な か っ た が , BA 
の 寄 A a 
と 20 日 目 ま で と 大 差 な い 多 数 の 虫 体 が 回 収 さ れ た . 
感染 後 60, 90, 120, 150 日 目 に 油 検 し た 17 匹 の マウ 
ス の うち 4 区 よ り 生 きた 虫 体 が 回 収 さ れれ たか, その 
数 は いずれ も 接種 数 の わずか 1 で あっ た . 2000 
EVR Liew PA 9 匹 よ り は 虫 体 は 回 収 き され な か 
っ た . 尚 感染 後 60 日 以上 経過 し た マウ ス で は , 腹腔 
内 の 仔 虫 の 検査 を 行っ た が , すべ て 仔 虫 は 認め られ 
な か っ た た. 


腹腔 内 感染 の 場合 。 マウ ス 体内 に お ける B. 


aL 


pahangi 忠 体 の 寄生 部 位 を Table 5 に 示す . IME 
部 友 下 感染 の 場合 と は 虫 体 の 分 布 は 全く 異 り , BR 
DAR (93-98%) は いずれ の 時 期 に お いて も, 


腹腔 内 に ほほ 限局 し て いる . し か し 少数 で は ある 


„5 
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Table 4. Experimenta! transmission of B. pahangi 
into peritoneal cavity of mice 


Days afi No. of No. of Worm 
1 ae anes mice positive recovery 
I inoculated for worm (per-cent) 
3 Me 2 55, 2 
See 2 53, 40 
i M2 2 58, 21 
l P 3 Diets. 2 
1 nae 2 53, 28 
Pa 2 90, 40 
i che 2 73, 3 
30 - 18 
43 M 2 i 14 
- ne 1 39 
M 2 0 
60 0 
M2 0 
a F 2 İ 1 
M3 0 
120 F 1 ; i 
に M 3 i 
150 F 2 i 
M 4 0 
200 F 5 


No. of larvae inoculated: 100. 
female. 


M: male. 


F: 


が , 皮膚 , 筋肉 , 脂肪 組織 , 内 臓 諸 器 官 に も 躍 体 の 
寄生 は みみ られ た . 

腹腔 内 より 得 ら れ た 中 体 の 発育 段階 と その 体長 を 
Table 6 に 示す . 感染 後 7 日 目 に 回 収 , 観察 し た 虫 
体 21 隻 中 14 偽 は 3 期 幼 虫 で あっ た が , 7 E 4 期 幼 
虫 に 発育 し て いた . また 9 日 目 に 回 収 し た 虫 体 の 大 
部 分 (14 令 中 13 隻 ) は 4 期 幼 虫 で , BREIL 
は ほ は は ほ 同 じ 時 期 に B. pahangi は マウ ス 腹 腔 内 で ia 


E Grd molt) を お こす こと が わか る . 11 日 目 , 20 
日 目 で は 4 期 幼 虫 の み が 回 収 さ れ た . 感染 後 30 日 目 
に 回 収 し た 雄 虫 体 の 中 に は 5 期 幼虫 が みとめ られ われ, 
45 日 以後 の 雄 虫 体 は すべ て 5 期 で あっ た . この こと 
か ら 雄 虫 体 は 感染 後 30 日 前 後に 再び マウ ス 体内 で 肢 
Æ Gth molt) を は じ め る こと こと が 明か と な っ た . 一 
方 , 30 日 , 45H, 60 日 令 雌 虫 体 は すべ て 4 WARE 
と ど ま っ て いた . 雌 5 期 下 体 は 感染 後 120 日 目 に し 


Table 5. Distribution of B. pahangi in mice at various times after intraperitoneal 


inoculation 


Time No. of Total 


in animal worm 


Pelt & Heart & 


Fatty Tissue Mesente- Genital Peritoneal 


Days examined recovered Carcass Lungs a perirenal rium 0 cavity 

3 4 150 1 1 1 147(98) 

7 5 187 1 1 3 182(97) 

9 4 44 1 43(98) 

11 4 209 3 2 204 (98) 

20 4 143 2 1 3 4 133(93) 

30 4 66 2 ] 2 62(94) 

45 4 54 1 53 (98) 
60 4 1 1 
120—150 9 2 1 1 

Total 42 856 10 l 1 D 7 6 826(96) 


( ): Percentage of total number recovered. 


Table 6. Body length and developmental stage of B. pahangi recovered from 
mice at different time after intraperitoneal inoculation 


Tme in days 3rd stage Ath stage 5th stage 
3 31* 1.3 一 1.9(1.7) mm 
7 M 1 2.0 M4 1.7 一 1.8(1.8) 
F13 1.5 一 1.9(1.9) F 3 1.7 一 1.9(1.8) 
9 F 1 1.8 F13 2.1—2.5(2.3) 
11 M 8 2.4—2.7(2.6) 
F16 2.5—2.8(2.7) 
i M 4 4.0—4.9(4.7) 
F12 5.1 一 6.3(5.8) 
m Ms 51-536 Mi 646 
F14 5.8 一 8.6(7.6) 
45 M5 7.1 一 7.9( 7.5) 
F10 7.0 一 8.9(8.0) 
60 F 1 8.4 
90 M 1 7.8 
120—150 F 2 24.0—34.0(29.0) 


* No. of worm examined. ( ) average. 


M: male. F: female. 


て は じ め て 回 収 さ きれ た . 1208S, 150 日 令 雌 虫 体 の 
子宮 内 に は 卵 の 形成 は み ら れ た が , 仔 虫 は 認め られ 
な か 2 Jas 
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B. pahangi に 対す る マウ ッ ウス の 感受 性 に ついて, 
詳し い 報 告 は ほとん ど な く , わずか に B. pahangi 
の マウ ス 体 内 で の 生存 期間 に つい て 若干 の 知見 が 報 
告 さ れ て いる に すぎ な い . 

著者 が 行っ た ICR Avvo A~nnoREM, BIO 
腹腔 内 感染 実験 は , マウ ス 体 内 に お ける B. pahangi 
の 発育 成長 お よび 感染 方 法 に よる 上 由 体 の 寄生 部 位 の 
違い に つい て 新しい 知見 を 与え た. 

野 委 部 感染 の 場合 , 感染 後 13 日 まで は , 感染 幼虫 
の 接種 を 受け た マウ ス す べ て より 生き た 虫 体 が 回 収 
され , 概ね 接種 虫 体 数 の 10-40 も の 貝 体 が 回 収 き 
れ た . 感染 後 15 日 以後 は 時 間 の 経過 と と も に 虫 体 が 
回 収 さ れ な い マ ウス の 数 が 増し , 数 例 を 除い て マウ 
A 1 匹 当 り の 由 体 の 回 収 率 は 3 以下 に 匠 減 する . 
更に 100 日 以後 は 虫 体 は 全く 回 収 さ れ な か っ た . B. 
pahangi の 好適 宿主 で ある スナ ネズ ミ へ の 感染 実験 
で は , いずれ の 時 期 (感染 後 6 一 154 日 ) で も 実験 ス 
ナ ネ ズミ すべ て より Beas 回 収 き れ , BAO EL 
率 も 2~28% h ほぼ 一定 で ある と 報告 きれ て いる 
(Ash and Riley, 1970). この よう に 感染 率 , BA 
回 収 率 の いずれ の 点 よ りみ て も , スナ ネズ ミ へ の 感 
染 に 比べ , マウ ス 体 内 で の B. pahangi の 生存 期 
間 は 明か に 短い . マウ ス 体 内 で の B. pahangi の 
発育 た に つい て Chong and Wong (1967) は 末 檜 血 
PERRA Z hB ks, 118 日 令 
の 生き た 虫 体 を 回 収 し た と 報告 し て いる . 著者 の 実 
験 成績 は ほほ 彼 等 の 成績 に 一 致す る . 一 方 Ahmed 
(1967) は マウ ス 体 内 で は B. pahangi は 全く 発 
育 せ ず , 感染 後 2 日 月 に お いて さえ マウ ス よ り 忠 体 
は 回 収 さ きれ な いと 報じ た . 忠 体 の 回 収 法 。 あるいは 
使用 し た マウ ス 系 統 の 違い に より , 異 っ た 結果 が 得 
られ た の で あろ る ろう. マウ ス 腹 和 腔 内 感染 で は , 感染 後 
150 日 まで 生き た 躍 体 が 回収 きれ た . し か し 腹腔 内 
より 60 日 以後 に 虫 体 が 回 収 さ れ た マウ ス の 数 は 26 匹 
中 4 例 で , また 各 マ ウス より 回 収 き れ た 躍 体 は わ ず 
か に 1 隻 に すぎ な い -. 

REAR Cit ERIC B. pahangi DÆ 
存 期間 が 長い と は いい が た い . 
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本 研究 に より B. pahangi (トマ ウス 体内 へ 侵入 後 
7 一 11 日 の 期間 に 3rd molt を お こし , 雄 虫 体 は 感 
染 後 30 日 前 後 , 雌 虫 体 は 15 日 前 後に 4th molt を お 
こし 発育 成長 する こと が 明か と な っ た . 形態 学 的 観 
Ait, 60 日 以後 回 収 さ れ た 虫 体 の な か に は , HE 
雄 と も 成 惑 成虫 体 と 考え られ る 申 体 が みみ られ た に ふも 
か か わら ず , これ ら の 雌 虫 体 の 子宮 の 中 に は 仔 躍 形 
成 は み ら れ な か っ た . また 感染 後 60 日 以上 経過 し た 
マウ ス の 血 中 , 腹腔 内 に も 仔 虫 は 認め られ な か っ 
た . 好適 宿主 へ の B. pahangi の 感染 実験 で は , A 
ナ ネ ズミ で 感染 後 57 一 884 日, ハム スネ スター で 62 一 128 
日 , ネコ で 61 一 75 日 月 に 末 栓 血 中 に 好 素 が みとめ ら 
れ て いる (Ash and Riley, 1970; Malone and 
Thompson, 1975; Denham et al., 1972). ~D*kS 
CEKET CLF RO TELS SRT 60 日 ) に な っ 
Ch, マウ ス で は 仔 昌 が み ら れ な いこ と と は , マウ ス 
体内 で は 60 日 以上 生存 する 虫 体 数 が 少く , か つ 60 日 
以上 生存 する EERO RPE R DARA A (4 期 功 
虫 ) に と どまり , 受精 の 機会 が ほとんど ない た め と 
考え られ る . ICR 系 マウ ス は patent infection と 
は な ら な い が , 全く 感受 性 が な いと は いい が た く , 
また Wong et al. (1967) は ネコ より 回 収 し た B. 
pahangi 成 難 肉 忠 体 は マウ ス 腹 腔 内 へ 移植 され て も 
1 ヶ月 は 仔 虫 を 産出 し つづ ける と 報告 し て いる . マ 
ウス の 中 に は patent infection と な る Ai MAS 
可能 性 は 高く , 今後 の 研究 が 待た れる . 

B. pahangi の イヌ , ネコ へ の 皮下 感染 の 場合 , 
虫 体 は いずれ の 時 期 で も リン バ 系 に 寄生 する . し か 
し スナ ネズ ミ 等 ゲッ 歯 類 で は 主として 心臓 , 肺 臓 , 
論 丸 に 寄生 する . 本 研究 で は マウ ス の リン ズバ 管 。 Y 
ン パ 節 を 詳し く 検 査 す る こと が 困 部 な た め , Yves 
系 に 寄生 する 虫 体 数 を 明か に する こと は 出来 な か っ 
た . Lo LEERE TREDDA, 貝 体 は 主として 
ROS, 筋肉 , 尿 僅 部 及び 腎 周 囲 脂肪 組織 に 寄生 L, 
一 方 腹腔 内 感染 の BA, 虫 体 は ほほ 腹腔 内 に 限局 
し , 感染 方 法 の 違い に より 著 明 な 寄生 部 位 の 佑 い が 
み ら れ だ た ・ 

McCall et al. (1973) は スナネズミ 腹腔 内 へ の 
B. pahangi の 感染 実験 を 行い , Bede FRE gE 
腔 に 限局 する こと に 注目 し , この モデ ル を B. pah 
angi 成虫 ・ 仔 虫 の 便利 な 多量 収集 法 と し て 紹介 し 
o 著者 の マウ ス で の 実験 で も , 感染 後 45 日 まで は 
多数 の 貝 体 (接種 数 10 ダ 以上 ) が 腹腔 内 ょ り 回 収 き 
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れ , マウ ス を 用 いて も 3 期 , 4 期 幼 昌 の 多量 収集 は 
可能 で ある . 

リン 系 寄生 性 糸状 由 に 対す る 宿主 の 感受 性 は 一 
般 に prepatent period (感染 より 仔 虫 が 未 檜 血 中 
に 出現 する まで の 期間 ) , 仔 虫 陽性 率 CPR 
物 数 実験 動物 数 100) , 血 中 仔 虫 密度 Cz i. 
液 量 当り の 仔 虫 数 ) に よっ て 判断 され る B. pah- 
angi 感染 マウ ス の 中 に は FRIR bjir o ri 
め , マウ ス の 感受 性 を 上 記 条 件 で 他 種 動物 と 比較 検 
討 す る こと と は で き な い . し か し マウ スネ 体内 で の 貝 体 
の 発育 速度 , 虫 体長 に つい て 比較 する と 興味 深い 所 
見 が 得 ら ちら れる. スナ ネズ ミ 体 内 で B. pahangi の 
3rd molt は 感染 後 6 一 9 日 で お こり , 4th molt は 
18 一 24 日 で お ころ る (Ash and Riley, 1970). 一 方 マ 
ウス で は 3rd molt は 7 一 11 日 。 4th molt は 雄 で 
30 日 前 後 , 雌 で 45 日 前 後に お こり , 幾 分 脱皮 時 期 が 
お くれ る . また マウ ス で は 感染 後 60 一 75 日 月 に お い 
Ch, 4 期 幼 昌 に と ど ま る 肉 虫 体 が ほぼ 半数 を し め 
る . COLD TBA, Sv VARA FE 
も B. pahaugi に 対す る 実験 動物 の 感受 性 を 表す 一 
つみ の 指標 と な りら うる と 考え られ る . 終 宿主 に お ける 
B. pahangi Price ME fa URE Ae 
分 は や いと いわ れる (Ash and Riley, 1970; Scha- 
cher, 1962) が , この 現象 は マウ ス で も み ら れ た . 
マウ ス よ り 得 られ た 虫 体 の 長 さ は 同日 令 の ネコ より 
得 ら れ た 躍 体 (Schacher, 1962) お よび スナ ネズ ミ 
より の 貝 体 (Ash and Riley, 1970) より 明か に 短 
い . この こと は マウ ス が B. pahangi に と っ て 好適 
宿主 で な いた めか , ある い は 宿主 の 大 き さ に よる 時 
体 の 適応 に よる も の か 不明 で ある が , 今後 の 宿主 一 
寄生 体 関係 の 研究 に と っ て 興味 ある 問題 で ある . 
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マウ ス (ICRA HERE, お よび 腹腔 内 へ 
B. pahangi 感染 幼虫 を 接種 , マウ ス 体 内 に お ける 
B. pahangi の 発育 を 観察 し , 下記 の 結果 を 得 た . 
1. REMERCI 感染 後 13 日 まで 実験 マウ ス す 

べ て より 生き た 虫 体 が 回 収 さ きれ, 虫 体 回 収 率 は 3 
と 40 を で あっ た . 以後 75 日 まで 虫 体 が 回 収 き れ た 
AS, 感染 率 , 回 収 率 と も 時 間 の 経過 と と も に 減少 
だ 

2. 腹腔 内 感染 で は , 感染 後 20 日 まで 実験 マウ ス す 
べ て より 貝 体 が 回 収 さ れ , 回 収 率 は 2 一 90 多 で あ 
otc. 30, 45 日 目 の 感染 率 は 50 を で ある が , 回 収 
率 は 14 一 48 を と 高かっ た . 以後 150 日 まで 申 体 が 
回 収 さ れ た が , 回 収 率 は わずか 1 錠 で あっ た . 

3. 下 体 の 寄生 部 位 は 感染 方 法 に より 著 明 に 異 る . 
REPRE CHILE LC LTE, 筋肉 , IN 
部 , 腎 周囲 脂肪 組織 に 寄生 し , 腹腔 内 感染 で は 大 
部 分 の 是 体 は 腹腔 内 ょ り 回 収 され た . 

4. B. pahangi は マウ ス 体 内 で 2 回 の 脱 度 を 終え 
5 期 へ と 発育 する . 3rd molt は な 感染 後 7 一 11 日 
の 期間 に お こり , 4th molt は 雄 で は 30 日 前 後 , 
雌 で は 45 日 前 後に は じ ま る . 

5. マウ ス 体 内 で は , 感染 後 60 一 75 日 目 に お いて 
も , 回 収 さ れる 雌 虫 体 の 半数 は 4 Ice ee 
Fy. 

6. 形態 学 的 に は 雌雄 と も 成就 成虫 体 と 考え られ る 
虫 体 が マウ ス よ り 回 収 さ れ た が , これ ら 雌 虫 体 の 
子宮 内 に は 仔 虫 形成 は み ら れ な か っ た . 

7. 感染 後 60 日 以上 経過 し た マウ ス の 末 栓 株, 腹腔 
洗浄 中 の 仔 虫 を 調べ た が , 仔 虫 は 全く 検出 され な 


か っ だ. 


oti 
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稿 を 終る に 当り , 御 指導 , URE ORE rc BRAD SBIR EEO Be KT E 
と も に 実験 に 御 協力 下さ っ た 教室 員 の 皆様 に 感謝 の 意 を 表し ます . 
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